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設立80周年瀬戸陶芸協会設立80周年瀬戸陶芸協会
　昭和11年(1936)６月、作家の会派を超え思いを結集した｢瀬戸陶芸協会｣が設立され、今年で80周年を迎えま
す。現在でも50余名の会員を有し、作品発表や研究会などの事業を活発に開催しており、瀬戸を代表する陶芸団
体として活動しています。
　このように80年の歴史を有する陶芸団体は世界的にみても瀬戸陶芸協会だけといえます。80周年を迎える本
年は、国内3か所で特別展を開催します。

（公財）瀬戸市文化振興財団  ☎８４・１０９３●問

市美術館 ☎８４・１０９３●問

瀬戸陶芸協会設立までの歩み

関連事業

瀬戸陶芸協会80周年記念特別展覧会

東海東京フィナンシャルギャラリー・日本橋
日程　9月21日(水)～10月7日(金)

古川美術館　分館爲三郎記念館
日程　10月29日(土)～12月18日(日)

瀬戸陶芸協会設立80周年記念　瀬戸市美術館特別展
瀬戸陶芸の歩みと瀬戸陶芸協会の今

　80周年を記念して、現在の瀬戸陶芸協会会員・準会員の作
品を一堂に展示するとともに、瀬戸陶芸の確立に寄与されてき
た物故の陶芸家の作品を展示します。瀬戸陶芸の歴史や瀬戸
陶芸の今、そして瀬戸陶芸の技と美をご覧ください。

日　程　6月4日（土）～7月31日（日）
場　所　市美術館
開館時間　午前９時～午後5時（入館は午後4時30分まで）　
休館日　6月14日(火)、7月12日(火)
入館料　一般：500円（20人以上の団体：400円）
　　　　高大生：300円（20人以上の団体：240円）
　　　　中学生以下、妊婦、65歳以上、
　　　　障害者手帳をお持ちの方は無料

日時　6月4日(土)　午後1時30分～
場所　文化センター文化交流館 22会議室
講師　唐澤昌宏 氏（東京国立近代美術館
　　　工芸課長）
定員　80人（定員を超えた場合は入場をお断
　　　りすることもあります。）
参加費　無料　※事前申込不要

日時　6月11日(土)　午後1時30分～
　　　7月3日(日)　午後1時30分～
場所　市美術館展示室
※要入館料、事前申込不要

　瀬戸陶芸協会会長加藤令吉氏と常任理事
長江重和氏の工房を訪れ、作家の説明を聞き
ながら、工房を見学するツアーです。
日時　7月2日(土)１回目　午前10時出発
　　　　　　　   2回目　午後2時出発
　　　※所用時間：約2時間
集合場所　文化センター駐車場
　　　　　マイクロバスに乗換えて移動します。
参加費　無料
定員　各回20人(先着順）
申込方法　6月4日（土）午前10時
　　　　　から電話でお申し込み
　　　　　ください。

　蛍手技法でフリーカップ(２個)に星座の装飾
をしていきます。出来上がったカップは焼成後
お渡しします。
日時　7月9日(土)午後1時30分～
場所　文化センター文化交流館 22会議室
講師　鈴木克弥 氏　(瀬戸陶芸協会会員)
参加費　1500円
定員　20人(先着順）
申込方法　6月4日（土）午前10時から
　　　　　電話でお申し込みください。

瀬戸で最初の創作集団｢瀬戸図案研
究会｣が設立。

加藤土師萌などにより｢陶均会｣を設立。

長江明治などが中心となり｢土の風
景社｣を設立。

加藤華仙が中心となって｢春陶会｣を結成。

藤井達吉の教えを受け｢土の風景社｣
から｢作陶会｣へ名称を変更。

顧問に板谷波山・加藤顕清・日野厚を
迎え、｢作陶会｣と｢春陶会｣のメンバー
を中心とした｢瀬戸陶芸協会｣が設立。
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記念講演会「瀬戸における個人
作家と陶芸制作の歩み」

ギャラリートーク
（学芸員および瀬戸陶芸協会
会員による作品解説）

陶芸作家工房めぐり ワークショップ　マイカップ作り

くわしくは、今後の広報せとでお知らせします。

以降、展覧会、研究会、イベントへの参加、図録の発行など、
さまざまな活動を行っています。
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ホームページをリニューアルしました！ぜひご覧ください！　http://www.seto-tougeikyoukai.jp
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作品名 標 Ⅱ 2016年作

サイズ 幅28×奥行28×高さ57cm

作品解説

80周年を記念し、瀬戸陶芸協会会員の作品を紹介します。
個性あふれる数々の作品をご覧ください。

混沌とした世の中の将来に
対して「標」をテーマに制作。ロクロ成形
とタタラ板により造形。
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みや   ち　    いく   なり

ゆう  さい    か    き

作品名 釉彩花器 2015年作
サイズ 幅42×奥行22×高さ43cm

作品解説 ロクロ成形での作品作りを追
求しており、３個の形から成る。焼き締めと
白化粧のコントラストで雲影を表現した。
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